
環境セミナー
環境保全

サービス紹介

⼟壌関連
【基礎編】法令の最新情報と最適な調査、

対策計画によるサステナビリティ

【応用編】操業中における最適な対策手法と
新対策技術の紹介、事例等

⽣物影響評価（WET）
【環境保全】生物影響評価（WET）の対応事例と

法規制最新動向

（株）エオネックス
サービス紹介

事前
登録制
無料

株式会社エオネックス、国際航業株式会社
御社名、役職名、参加者名、連絡先住所、電話番号、E-mailアドレスの
6項⽬を下記にお送リ下さい。
info@chika.co.jp
株式会社エオネックス ⾦⼦ 駿
TEL：076-238-9685 FAX：076-238-7728
平成28年5⽉19⽇（⽊）

主 催：
参加お申込み：

送 信 先 ：
お問い合わせ：

お申込み期限：

5月26日(木)
13：30～16：30

(受付開始13：00）

ANAクラウン
プラザホテル⾦沢
〒920-8518 ⽯川県⾦沢市昭和町16-3

in
⾦沢

2016

株式会社エオネックスは、約半世紀に渡り、地球の環境や地下地質の調査、地下資源の開
発や有効利⽤に取り組んできました。特にここにきて、20世紀は開発の時代でしたが、21
世紀は「環境と保全の時代」と⾔われています。今からの社会基盤の構築や地下資源の開
発等は、⾃然の共⽣を重視しながら進んでいかなければなりません。当社は、この素晴ら
しい⾃然をいつまでも残しながら、⾃然と共⽣できる社会づくりを考え、輝ける未来をお
客様と創造していきたいと考えております。

●分析センター
〒920-0209
⽯川県⾦沢市東蚊⽖町1-19-4
http://www.chika.co.jp/

株式会社エオネックス・国際航業株式会社

「環境保全の最新情報と対策技術」



5⽉26⽇（⽊）開催
環境セミナー

タイムスケジュール

会場・アクセス

●営業本部 法⼈営業部
環境サービスグループ
〒102-0085
東京都千代⽥区六番町2番地
TEL 03-3288-5713
http://www.kkc.co.jp/

13:30～13:40

13:40～14:10

16:00～16:30

14:10～14:40

14:50～15:20

15:20～16:00

来る5⽉26⽇（⽊）に「環境保全の最新情報と対策技術」と題し、当社グループ会社である国際航業株式会社と協同
し、環境セミナーを開催する運びとなりました。昨今各企業様において、その環境保全への取り組みが会社の社会的責
任の⼀つとして重要視される中、各環境関連のご担当者様のご負担は増える⼀⽅であると思います。そこで、多岐にわ
たる環境保全関連の法令等の最新情報や対策技術のご紹介として、特に⼟壌関連、排⽔の⽣物影響評価に焦点をあて、
本セミナーを企画いたしました。その他、環境関連に関するお困り事について、いかなることもご相談に乗れますので、
是⾮セミナーにご参加いただきたく、ご案内申し上げます。

「環境保全の最新情報と対策技術」

ANAクラウンプラザホテル⾦沢
3階・瑞雲の間
〒920-8518 ⽯川県⾦沢市昭和町16-3
TEL：076-224-6111
当⽇のお問合せ先:
株式会社エオネックス TEL：076-238-9685
担当者：⾦⼦ 駿

はじめに

土壌（基礎編）

生物影響評価
（WET）

土壌（応用編）

（株）エオネックス
サービス紹介

質疑応答

開会ご挨拶 (株)エオネックス 代表取締役 市山 勉

【基礎編】法令の最新情報と最適な調査、対策計画によるサステナビリティ
・土壌汚染対策法の最新動向
・最適な調査・対策計画によるリスクマネジメント事例

【応用編】操業中における最適な対策手法と新対策技術の紹介、事例等
・操業中の工場における対策手法の選定事例
・新対策技術『電気発熱法』の特性と適用事例

【環境保全】生物影響評価（WET）の対応事例と法規制最新動向
・WETの内容と規制動向
・WETの評価・取り組み事例

(株)エオネックス環境事業部取扱商品について

各テーマ毎に質問シートによる書面形式にて質疑応答

休憩（10分）

※各講義の内容は状況により変更する場合がございます。
国際航業株式会社は、地理空間情報技術のリーディンクカンパニーとして、最先端の計測
技術と幅広いコンサルティング技術によリ公共サービスの向上に責献してまいりました。
⻑年にわたリ国内外で培った安⼼・安全な地域づくリ、低炭素社会づくりのノウハウと、
地理空間情報の⾼度な分析を可能とするGIS(地理情報システム)を活⽤し、「環境・エネ
ルギー」、「防災・減災」、「アセットマネジメント」の視点から、⾏政政策の⽴案や社
会インフラの整備・運⽤の総合コンサルティングを実施し、新しい時代が求める「グリー
ン・コミュニティ」の創造を提案してまいります。


